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1. 設定 

左右を忘れるので同じが良さそう

ノイズコントロールオフも

臨場感のある立体的な音響を体感
動画はAppleTVやNetflixの一部コンテンツが対応

チェックを切り替えられる



■ 「会話を検出」とは？
AirPods Pro 3に搭載された、
ユーザーが喋り始めた瞬間に、音量を自動で下げる機能。
・自分が喋る
・誰かが近くで話しかける
・レジでの注文
・職場で声をかけられる時
これらのタイミングで、
イヤホンを外す必要がありません。
しかも、
	 •	 音量を下げる
	 •	 外音取り込みに切り替える
	 •	 BGMが小さくなるので会話しやすい
まで自動でやってくれます。
「え、こんなのあったの？」と驚く人が多い、隠れ神機能

AirPodsの真価は、音質よりも
「生活の中でのストレスを消してくれる点」にあります。
	 •	 イヤホンを外すたびに邪魔になる
	 •	 外すと落としそうで怖い
	 •	 付け直すのが地味に面倒
これらが全部なくなる。
Appleがずっと大切にしてきた
“テクノロジーを意識させない体験”を感じられる機能で高額だが人気

常時使わない人には不必要



イヤーピースはMが最初に付いていて、他にSXX SX S Lが選べる
私はSが良さそう



2. ライブ翻訳

オフラインでダウンロードのみは正確
性劣るようなので、オンラインが良い

Wi-Fi無ければパケット消費増える

AirPods装着時　iPhoneも可 どちらが良いか？



対面 iPhone 対面 iPadサイドバイサイド iPhone

マイクボタン押すと両言語聞く



3. ヒアリングチェック
妻



4. 聴力補助 

軽・中等度難聴用

自分は使えないので
難聴の人に試してみたい



ライブ翻訳自体はスピーディーに動作するので、相手がいる会話であれば、
「翻訳を挟むのですこしテンポを落として、なるべく一文一文を短く話して」
などと伝えれば、会話を成立させることはできる
　　　　　　　　　↓
上の「」を⭐︎(お気に入り)に入れればいつでも英語で再生できる

英語の字幕の映画を観たが、字幕見ないとあまり理解できなかった
　短文は使えるが、長いと正確性が大きく低下

約1秒タイムラグが有るのでケースによりギクシャクする
　特に英語と日本語は文の意味が決定するタイミングが異なるため、
　タイムラグが大きくなりがち

翻訳アプリを見ながらやった方が、相手がAirPods無くても出来る→AirPods不要？
　複数人ならiPadの方が良い

ヒヤリングが少し出来るならAirPods不要?

5. 現状の感想


